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稲美町国際交流協会のメインイ
ベントである“いなみ野の里”
ホームステイ事業も、各方面の

方々のご協力を得て、無事終わることが出来まし
た。今年で20回目となり、初回から関わる者として
時代の流れを感じます。ＩＴ機器の普及はめざまし
く、最近の留学生は携帯電話、電子辞書は必需品の
ようです。初期には外国人受け入れを躊躇する家庭
も多かったのですが、最近は小さな子ども、留学生
と同世代の子どものあるご家庭が快く引き受けて下
さっています。稲美町にも外国の方が住んでおら
れ、稲美町にも国際化が浸透しつつあります。ホー
ムステイ事業を通して、お互い人間としてのお付き
合いの出来る社会になればと願っています。（N）

ちゅう　ちょ
　今年も８月３日から８月10日までの８日間、６カ国10人の留学
生が稲美町でホームステイをしました。世代を超えた様々な交流を
通して、“交流の輪” が地域にだんだん広がっています。

稲美町国際交流協会
団体・法人会員

　会費をご高納いただき誠にありがとうございます。
　今後ともご支援ご協力賜りますようお願い申し上
げます。

医療法人社団　奉仕会　大西整形外科
医療法人社団　奉仕会　本部
キング醸造㈱
社会福祉法人　日の出福祉会
Big mama　大村農園
六甲バター㈱　稲美工場
山口青果㈱
㈲　聖

東洋ゴム工業㈱　兵庫事業所
松葉堂
兵庫県信用組合　稲美支店
ナショナル護謨㈱
㈱テクノハリマ
医療法人社団　辰巳歯科医院
㈱稲美乳販
神戸鉄工中小企業協同組合

（順不同）

　ふれあい交流館が主催した「土曜体験教室」に国際交
流協会が協力しました。
　　会　場：ふれあい交流館（会議室、調理室）
　　回　数：４回（6/7、6/14、6/28、7/5）
　　参加者：小学生１～６年生（定員20名）
　毎回、好奇心に目を輝かせた子ども達が参加し、最終
回には、修了証書を手渡して、無事終了となりました。

第１回（6/7）「ラオスの踊り」
　講師：マニチャンさん　と　チャンマニさん

第２回（6/14）「中国料理教室」
　講師：ラン・ミン・ヨンさん

第３回（6/28）「英会話とダンス」
　講師：アリーシャさん・ALT（外国語指導助手）

第４回（7/5）「ヨガ教室」
　講師：アルジュン・グプタさん

　アリーシャ先生（稲美北中に赴任中の外国語指導助
手）にオーストラリアで人気のキャリステニックスとい
うダンスを教えていただきます。スポーツの秋、楽しく
体を動かしませんか？

対　　象：①小学生　②中学生～大人
　　　　　各クラス15名（先着順）
日　　時：10月22日（水）から11月19日（水）の
　　　　　毎週水曜日（全５回）
　　　　　①午後６時30分～午後７時30分
　　　　　②午後７時30分～午後８時30分
場　　所：稲美町コミュニティセンター　４階ホール
費　　用：会員　2,000円　非会員　3,000円
申し込み：10月15日までに協会へ

　７月13日にBBQパーティーを開催しました。真夏
のBBQということでどれだけの方が参加して下さる
のか心配でしたが、ALT（外国語指導助手）の先生を
はじめ外国の方々や大人から子どもまで総勢40名の
方が参加して下さいました。BBQはもちろんダッチ
オーブンで作った鶏の丸焼きをお腹いっぱい食べて、
たくさん話して、大盛況に終わりました。参加者に
とって夏の良い思い出になったことと思います。

　６月22日の午後、いきがい創造センターホールに
て「日本語教室ティーパーティー」を開催しました。
当日は、雨模様にもかかわらず、日本語教室の講師や
生徒を始めとし、町内外在住の外国人やそのご家族、
興味を持ってくださった町民の方々など約50名の方
が参加してくださいました。
　お茶菓子をいただきながら、「しりとり」や「ふく
わらい」など日本伝統のゲームを楽しみ、またいろい
ろな国の方々と交流を持つことができました。
　日本語教室の生徒の皆さんは、普段日本語でたくさ
んの日本人と話す機会がなかなかありませんので、良
い勉強になった事
と思います。年に
数回、このような
交流を持てたらと
思っていますので、
どうぞまたの機会
には皆様ご参加く
ださい！

後列左からドゥク、チャム、ビィ、クエト、ゾルボー、ラケシュ、アイザック、タン　前列左からディオン、ミント

楽しく交流しました

どんどん焼けてるよ
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小
学
生
交
流

　感
想
文

　
今
日
は
楽
し
か
っ
た
で
す
か
。
僕

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
日
や
っ
た

折
り
紙
は
複
雑
な
も
の
か
ら
簡
単
な

も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ま

た
時
間
が
あ
れ
ば
や
っ
て
く
だ
さ

い
。

は
や
し

　け
ん
じ

　
外
国
の
人
と
遊
ん
だ
り
、
日
本
の

こ
と
を
教
え
る
の
は
、
初
め
て
で
し

た
。
福
笑
い
や
折
り
紙
な
ど
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
す
ぐ
に
な
じ
め

ま
し
た
。
折
り
紙
も
私
よ
り
上
手
で

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
や
さ
し
い

人
ば
か
り
で
し
た
。

松
岡

　さ
や
か

老
人
ク
ラ
ブ
交
流

　感
想
文

　
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
留
学
生
を
迎
え

て
楽
し
い
半
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
若
く
し
て
海
外
で
勉
強
に
つ
と
め

る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
と
思
う
。
将
来

こ
の
日
本
を
ど
う
評
価
し
、
ど
う
自
分

の
仕
事
に
役
立
て
て
い
く
か
、
い
つ
か

再
会
の
時
に
聞
い
て
み
た
い
。

林

　
　章
昌

　
国
の
違
い
を
忘
れ
て
、
自
分
の
孫

に
ふ
れ
あ
う
よ
う
な
思
い
で
、
楽
し

い
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

畠

　智
津
子

姫
路
城

　感
想
文

　
素
晴
ら
し
か
っ
た
！
姫
路
城
は
一

人
で
行
け
ば
き
っ
と
つ
ま
ら
な
く
な

っ
た
で
し
ょ
う
。
今
日
の
場
合
は
中

村
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
詳

し
く
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
今
回

の
ツ
ア
ー
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
は
姫
路
城
と

日
本
に
つ
い
て
の
こ
と
を
い
っ
ぱ
い

習
い
ま
し
た
。

タ
ン

　
き
ょ
う
姫
路
城
を
見
物
す
る
機
会

が
あ
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

中
村
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
お
城
の
こ
と

を
説
明
し
て
く
れ
て
、
も
っ
と
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
城
へ
あ

る
い
て
い
く
途
中
で
、
い
ろ
い
ろ
す

ば
ら
し
い
も
の
に
つ
い
て
話
し
て
く

れ
て
、
私
た
ち
は
楽
し
ん
で
き
き
な

が
ら
見
物
し
ま
し
た
。

ミ
ン
ト

中
学
生
交
流

　感
想
文

　
今
日
の
国
際
交
流
は
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
か
。
僕
達
は
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。
み
な
さ
ん
剣
道
の
体
験

も
上
手
で
驚
き
ま
し
た
。
今
日
の
国
際

交
流
が
み
な
さ
ん
の
良
い
思
い
出
に
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
機
会

が
あ
れ
ば
、
稲
美
町
に
来
て
く
だ
さ

い
。
今
日
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。

村
上

　賢
太
郎

　
み
な
さ
ん
日
本
語
が
上
手
で
、
と

て
も
話
し
や
す
か
っ
た
し
、
折

り
紙
を
折
る
の
も
と
て
も
上
手

で
し
た
。
今
度
は
僕
が
折
り
紙
を
教

え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
練
習

し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
稲
美
北
中
学

校
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

T
h
a
n
k
　
Y
o
u
！

山
本

　航
平

万
葉
茶
会

　感
想
文

　
外
国
の
方
と
ふ
れ
あ
う
と
い
う
、

な
か
な
か
な
い
と
て
も
貴
重
な
機
会

で
し
た
。
外
国
の
方
を
通
し
て
改
め

て
日
本
の
文
化
を
見
直
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

片
山

　咲
子

　
初
め
て
の
国
際
交
流
だ
っ
た
の
で

す
が
、
み
な
さ
ん
と
た
く
さ
ん
会
話

が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
興
味

深
い
話
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
聞
い

て
も
ら
っ
た
り
、
改
め
て
異
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
、
日
本
文
化
の
良
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
茶

を
た
て
る
の
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
が

と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
こ
と
、
正

座
す
る
の
が
辛
そ
う
だ
っ
た
こ
と
、

全
部
含
め
て
と
て
も
一
生
懸
命
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

井
部

　由
紀
美

料
理
教
室

　感
想
文

　
今
日
の
料
理
教
室
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
日
本
の
料
理
を
い
ろ

い
ろ
た
く
さ
ん
食
べ
た
。
で
も
、
今

日
は
じ
め
て
作
り
ま
し
た
。
肉
じ
ゃ

が
は
作
り
に
く
か
っ
た
。
た
く
さ
ん

物
の
準
備
を
し
た
。
お
も
ち
を
つ
く

る
こ
と
は
か
ん
た
ん
。
で
も
、
お
も

し
ろ
か
っ
た
。
昼
ご
飯
は
本
当
に
お

い
し
か
っ
た
。

ク
エ
ト

　
普
通
あ
ま
り
料
理
を
作
り
ま
せ
ん

か
ら
、
今
日
い
い

経
験
に
な

っ
て
、
帰
っ
て
か

ら
、
寮
で

習
っ
た
料
理
を
作
っ
て
み
ま
す
。
肉

じ
ゃ
が
も
お
い
し
い
し
、
も
ち
の
作

り
方
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

チ
ャ
ム

ふ
れ
あ
い
交
流
会

　感
想
文

　
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
日
本

語
が
上
手
、
下
手
に
関
係
な
く
、
み

ん
な
工
夫
し
て
上
手
に
国
の
紹
介
を

し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
国
の
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

世
河

　由
美
子

　
身
近
な
ア
ジ
ア
諸
国
な
の
に
知
ら

な
い
事
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
交
流

会
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
。

小
山

　和
幸

８月 対面式・歓迎会
小学生交流
老人クラブ交流
姫路城見学
中学生交流
万葉茶会
料理教室
ふれあい交流会
フリータイム
フリータイム
お別れ会

３日（日）
４日（月）

５日（火）
６日（水）

７日（木）

８日（金）
９日（土）
10日（日）

8日間の日程
ホストファミリー
井上 雅文
大向 雅人
木村 浩三
小山 和幸
白沢 秀則
杉本 和恵
世河 将之
中島 健治
濱田 哲郎
水田 清継

ニックネーム
ゾルボー
ラケシュ
クエト
ディオン
アイザック
タン
ビィ
ミント
ドゥク
チャム

国籍
モンゴル
ネパール
ベトナム
インドネシア
マレーシア
マレーシア
ベトナム
タイ
ベトナム
タイ

留学生とホストファミリー

まさ

おおむかい まさ と

こう ぞう

かず

しら さわ

せ がわ

はま だ てつろう

きよ つぐ

まさゆき

ひでのり

かず え

けん じ

ゆき

ふみ

「ようこそ」「よろしくお願いします」 ホストファミリーと一緒に

うまく出来てますよ これから何をするのかな

そこはちょっとむずかしいですね

世界遺産をバックにハイポーズ！

初めての剣道　これでいいのかな？お花きれいに出来ましたうまく出来るかな？

それぞれの国の民族衣装で

ありがとうございました

厳かな空気の中で
おごそ

こうしたらいいのですか？
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クエト（ベトナム）
　私は稲美町へ行って、木村さんの家に住んでいました。お父さんとお
母さんはとてもしんせつで、私は本当に感激しました。
　私はお母さんの料理を忘れないです。とてもおいしかった。それに、
日本の料理を作っていただきました。そうめんとおこのみやきは作りや
すくて、おいしいです。毎日、私とお父さんとお母さんは散歩をしまし
た。稲美町は畑がたくさんで、それは涼しくていい気持ちでした。私た
ちはいろいろなことを話しました。お母さんは私の国の料理が好きで
す。お父さんは毎日私の宿題をたすけた。それで私の日本語はちょっと
上手になった。お姉さんの仕事は忙しい。でも私たちはおそくまで話を
した。いつまでも忘れない。
　一週間はちょっと短かったです。もう一回、稲美町へ来たいです。

　今年はベトナムの男の子でグエン・クエト・
ヴァン君、通称クエトです。私たち家族も昨年
５月にホーチミンの方へ旅行に行き親近感を持
って帰国致しました。偶然にも今回ベトナムと
いう事で話は弾み、時間は夜遅くまでなってい
ました。
　フリータイムでは色々なところに行きました
が、一番喜んでいたのが花火大会でした。ベト
ナムでも花火はあるのですが、長時間打ち上げ
ないとかで、写真を何枚も撮って楽しんでくれ
ました。
　毎年色々なタイプの子が来てくれますが、ク
エトは素直な子で手伝いも率先してやってく
れ、料理も熱心に台所で見ていて、特にソーメ
ンやお好み焼きが美味しいといってくれまし
た。又、寮では毎日部屋の掃除をしているらし
く、こちらが頼んでもいないのに掃除機を引っ
張り出して掃除をしてくれたりして、本当に思
い出に残る一週間でした。　
　過去３人の留学生と今でも連絡を取り合って
交流を続けていますが、我が家の国際交流の輪
はどこまで広がっていくのでしょうか・・・？

木村　京子
きょうこ

ラケシュ（ネパール）
　このホームステイは本当に面白
かったです。このプログラムに参
加できてとてもうれしかったで
す。私のホストファミリーは親切
で、意思の伝達がうまく出来る人
なので、ホームステイ中、とても
心地よく過ごすことが出来まし
た。故国から遠く離れて暮らして
いる感じは全くなく、実の家族と
暮らしているように思いました。
ホストファミリーと多くのことを
しました。とても音楽好きで、音

楽に対して素養があるのがわか
って、とてもうれしかったで
す。フルートやピアノの演奏の
仕方を学びました。パーティー
では妹とフルートを演奏しまし
た。泳ぎも覚えました。家族と
一緒に多くのことをし、とても
いい経験をしました。素晴らし
いホームステイプログラムが毎
年行われたらいいと思います。
どうも有り難うございました。

大向　ひな

アイザック（マレーシア）
　稲美町に来た初日に初めて稲美町の米で作った米パンを食べました。おいしかったです。
　二日目に加古小学校へ行って、小学生と会って交流して、ゲームをして、よかったです。折り紙の作り方を小学生から習いま
した。午後に、老人クラブの人たちと一緒に、わらぞりを作ったり、話したり、ゲームをしました。
　火よう日に姫路城へ見学に行きました。水よう日に、稲美北中学校へ行って中学生と交流して、日本料理を食べました。万葉
の森で日本の茶道といけ花を高校生から習いました。木よう日に日本料理の教室とふれあい交流会がありました。金よう日と土
よう日に私はホストファミリーと一緒に神戸と明石であそんでいました。
　この八日間、いろいろな日本の文化を稲美町の人たちから習いました。私たちも自分の国の文化と特徴をおしえてあげまし
た。稲美町に来ている時間はすくなかったけど楽しかったです。小学生や老人などと交流した時、日本人の親切な待遇がわかり
ました。
　日本人は「一期一会」と言いました。今回の交流で私たちは何事にも一期一会の心で臨みました。将来もう一回稲美町に来る
ことが私の希望です。ほんとにどうもありがとうございました。

“アイザック　リー　エン　ティン”の“アイザック”は“笑う”という意味とか。笑顔の
似合う中国系マレーシアの学生が我が家にやってきた。
　大概は意思の疎通で困ることはなかったが、我々が日常あまり意識せずに使っている言葉
で相手が判りにくく、しかもその説明が大変難しいものがたくさんあった。
　そのような場合重宝したのが“漢字”である。辞書を傍らに“漢字”をメモ用紙にマジッ
クインクで大きく書くと大抵のことが首尾よく解りあえた。
　フリータイムでは1日がかりでマレーシア料理にチャレンジした。彼が事前に母親から教え
てもらったスパイス“黒豆油”などを調達すべく神戸に出向き、専門店を何軒か訪ねた結
果、類似品が購入できた。帰宅後、共同で3時間あまり奮闘した末に“蝦球から揚げ”とごは
んにかけて食べる“黒玉子と鶏肉”の2品がみごと完成。初めて味わうエスニックグルメは
「至福の味」であった。

白沢　秀則・由美子
ひでのり ゆ み こ

ディオン（インドネシア）
　７泊８日も稲美町にいさせていただいて、稲美町の方々と一緒に行動できて、大変嬉しく思います。稲美町
の方々はみんなあたたくて最初の日から感動しました。特にホストファミリーのみな様には優しく笑顔で歓迎
していただいて、心より感謝しております。いたずらでやかましい私をお家に泊めてくださったことを大変あ
りがたく思います。
　最初は８日間は充分に長い時間だと思ったけれど、実際はそうでもありませんでした。あっという間に終わ
ってしまって、悲しくなりました。しかし、稲美町の方々にお目にかかれて、楽しい時間が過ごせて、わたし
にとって非常に貴重な思い出でした。加古大池まつりに行き、加古小学校や北中学校で出会った生徒さん達と
会いましたら声かけてもらいました。わずかな時間だったのに覚えてもらって嬉しかったです。本当にありが
とう。みな様にお会いできて幸せでした。また日本に来る機会があれば、稲美町に来たいです。大池まつりも
見に行きたいです。
　良い思い出をありがとうございました。ことばにできないほど感謝しております。

　ディオンは陽気で活発な女の子で子どもたちともすぐに仲良しになりま
した。
　主人や私にはフレンドリーな中にも敬意ある態度で接してくれます。
　一緒にジョギングしたり、ピアノの練習をしたり、家事を手伝ってくれ
たり、子どもの夏休みの工作まで手伝ってくれました。
　ディオンは日本語が上手な上にジョークもとっても上手で何度大笑いし
たことか。
　外国人と話をしてこんなに大笑いできるとは思ってもみませんでした。
　ディオンとは今でもメールのやりとりをしています。
　ディオンと出会えたことをうれしく思います。

日本語の上手なディオン 小山　律子
りつ こ

ゾルボー（モンゴル）
　毎日忙しくて、新しい経験がいっぱいだった一週間でした。私はモンゴル
から一人で来たから日本語ばかり聞いて、日本語ばかりで話した。めちゃ勉
強になりました。
　私のホストファミリーは井上さんの家族でした。初めにどんな家族だろう
とちょっと緊張していたのが、家にきて安心しました。私がこのプログラム
に参加した理由は普通の日本家族がどのような生活しているのかを知りたい
ことでした。やっぱり私のホストファミリーは私がほしかった家族でした。
私の家族の二人が消防士だった。事件があって悩んでいる人々を助けて生活
の幸せを感じている人です。父ちゃんと姉さんの仕事を見に行ってとても難
しさが分かった。ずっと準備しておくのはほんとうに難しいと思います。日
本に来て、毎日自分で料理を作っていましたが、この一週間は母を思い出さ
れる日本の母の料理を食べました。また、父ちゃんのそばがとてもおいしか
った。
　この一週間が前になかった初めての経験がいっぱいの期間でした。
　ありがとうございます。

　モンゴルからやってきたゾルボーと過
ごした1週間はあっという間に過ぎ去りま
した。もっともっと話をしたかったし、
いろんなことを伝えたかったです。
　彼の希望は日本語のまちがいを直して
ほしいということでしたが、日本語で書
かれた文章は漢字を含めほとんどまちが
っていないし、1対1で会話するのに何の
問題もありませんでした。わからない単
語は電子辞書で調べたり、難しい日本語
の言いまわしを簡単に説明するために、
私たちの方がかえって勉強させてもらい

ました。標準語と関西弁のイントネーションのちがいを説明したり「助詞」の
使い方がよくわからないといわれ“「助詞」って何やったっけ？”とあせった
り新鮮で楽しい毎日でした。
　楽しい日々はとても早く過ぎていきます。たった１週間いっしょにすごした
だけで別れがこんなに悲しいとは思いませんでした。涙のとまらない私に、モ
ンゴル式の別れのあいさつをし、再会することを約束して、彼は笑顔で帰って
いきました。

井上　愛美
まな み

　ナマステ。
　1週間ラケシュとすごしました。
ラケシュはネパールから来た19才
のお兄ちゃんです。日本で1番高い
山は富士山です。でも、ネパールは
エベレストです。ラケシュが富士山
を見に行っても、あまりびっくりし
ないと思います！
　わたしたちはいろいろなことをし
ました。ラケシュは音楽がとても好

きだったので、わたしがリコーダ
ーとピアノを教えてあげました。
リコーダーでは「メリーさんのひ
つじ」を練習しました。パーティ
ーでも二人でふきましたよ。ピア
ノは「ちょうちょう」と「ねこふ
んじゃった」がひけるようになり
ました。ネパールの小学校にはプ
ールがないので、ラケシュは泳い
だことがありません！なので、み
んなで加古川のプールに行きまし
た。ラケシュは3時間も泳いで、
クロールまで泳げるようになりま
した！！！すごい！
　ラケシュは私たちにネパールの
ことやネパール語、ネパールの文
字を教えてくれました。歌も歌っ
てくれました。とっても上手なん
ですよ。また歌ってほしいな。冬
休みに遊びにきてね。ひなもリボ
ンもまってますよ！
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ミント（タイ）
　私は四月から日本に留学しています。自国から遠い所に一人で住んでい
るのは初めてです。ときどき寂しくなりました。今年の夏休みは帰国しな
いで、日本でいろいろな経験をしたいと思いました。だから、いなみ野の
里というホームステイプログラムに応募しました。参加できてうれしかっ
たです。
　ホストファミリーは私にあたたかく接してくれました。中島さんの家族
はとても親切です。子どもは明るくて、私にいつもいろいろな遊びを教え
てくれました。折り紙やけんだまやあやとりです。とても面白かったで
す。お母さんとお父さんもまるで家族の一員のように私をお世話してくれ
ました。となりのおばあさんとおじいさんも親切です。皆さんは私にやさ
しくしてくれて、とても感動しました。
　8日間、いなみ町で過ごしたのは印象深かったです。楽しい時間は早く
経つということは本当です。いなみ町でいろいろな経験をしていい思い出
になりました。いなみ町の皆さん、よい機会を与えてくれて本当にありが
とうございました。

　以前から気になっていたのですが、
この度、留学生の受け入れを希望して
みて、とても楽しみに待っていると、
我が家には18才のタイ人の「ミント」
と言う女の子が来る事になりました。
　初めて会った時は、みんな緊張して
何を話そうかどうしようかと色々考え
ましたが、子ども達がすぐに仲良くな
ってくれました。日本語がとても上手
で、何事も器用にこなす、とても頭の
いい子で、日本の文化をもっと知りた
いと言っていましたが、色々よく知っ

ていてびっくりしました。家では子ども達と折り紙やあやとりをしたり、タ
イ語を教えてもらったりして、子どももとても楽しく過ごせていました。フ
リータイムではおばあちゃん達とバーベキューをしたり、美術館へ行った
り、花火をしたり、ミントに浴衣を着せてお祭りに行ったりと、ハードだっ
たけど、とても思い出深い時を過ごす事ができました。
　ミントは５年間日本で勉強をするそうなので、その間もタイへ帰ってから
も、良い交流をしていけたらなあと思っています。そして機会があればまた
留学生を受け入れてみたいです。

中島　健治・美佳
けん み かじ

ビィ（ベトナム）
　８日間はとても楽しかったです。
私たちは多くの行事をしました。生
け花をしたり、茶会をしたり、日本
の料理を作ったりしました。私たち
は日本の文化と生活を知りました。
そのことは本当にうれしかったで
す。
　世河さんの家族で３人の子どもと
いっしょにあそぶのは楽しいです。
滉一くんは頭のよい子です。実紗ち
ゃんはきれいです。吏朗くんはかわ
いいです。世河さんは料理を作るこ
とが上手で、料理はおいしいです。

世河　由美子
ゆ み こ

チャム（タイ）
　「いなみ野の里」に申し込んで私が来れるということを聞いて、説明できないほど嬉しかったです。その後、ホームステイを
楽しみにして、ホストファミリーはどうだろうなぁと思っていました。
　はじめは日本語の練習のためにホストファミリーとしゃべる機会があるかと心配していましたが、遅くまでしゃべっていまし
た。翌日眠くなりますけれど、もしかしたら日本語でこんな楽しい会話はもうないかもしれないと思います。授業にない言葉も
いろいろ習いましたし、書道も教えていただきました。
　稲美町国際交流協会の方も楽しい計画を立てて下さいました。初めてのことがたくさんありました。例えば、日本の小学生、
中学生、高校生と話すことや、茶道を見るだけでなく自分でやることなどです。どこへも行って稲美町の人にすばらしい歓迎を
していただきました。
　今回稲美町に住んだことは今までで一番良い休暇と言えます。稲美町の人、特にホストファミリーの水田さんの御家族のお世
話になりました。どのイベントも、私は忘れずにずっと記憶にしまっています。

　どんな一週間になるかな？今回は昨年に引き続き２回目と言うこともあって、私たち家族の
気持ちにも余裕があり、昨年以上にワクワクした気持ちで初日を迎えました。
　今回我が家に来てくれたのはタイの「チャム」という青年でした。見た目はどこから見ても
日本人？って思ってしまうほど…しかも日本語はかなり上手で、頭の回転の速い優秀な青年で
した。私たち家族が何気なくしゃべっている日本語を聞きもらさず、「その言葉はどういう意
味でそこで使ったか？」と質問され、正確に答えることも出来ず…。毎日いい加減な日本語を
使っていることに反省させられっぱなしでした。
　彼の日本語は言葉数も多く、日本語例文ぽいしゃべりかたではないなぁと思っていました
が、良く聞いてみると日本語の授業では学ばないような言葉、普段の会話や若者言葉などは日
本のマンガを読んで習得しているとのことでした。さすが！
　タイのいろいろなことについても教えてもらい、私の勝手な思いこみやイメージが、情けな

いぐらいに間違っておりました。そのほかにも洗濯物をたたんで渡すと、「このＴシャツにはしわがない。どうしたらこのように洗
えるのか？」とか、ざるを洗っていると「ざるを綺麗に洗うにはどうしたらよいのか？」など何事にも好奇心旺盛でした。
　私たちはチャムから色々と教えてもらい、反省もし、貴重な一週間でした。チャムにとってもここでの生活が、良い経験と思い出
になってくれたらいいなと思っております。

水田　克美
かつ み

ドゥク（ベトナム）
　私は小学生と遊んだり中学生と紙をおった。小さい子供や老人と遊んだ。いろいろな所へ行った。たくさん
食べ物を食べた。いつもたのしかった。みんなねっしん、かいかつだった。日本の景色はほんとにゆいいつ無
二と思う。私は日本語だけでなくて、日本の文化やいろいろなことをならった。交流の時うれしかった。ひめ
じ城のけんちくはすごいびっくりした。食べ物も特別だ。おいしい。
　私のホストファミリーはとてもいい。パーティーをしたり、私にいろいろな所へ連れていってくれた。いっ
しょにいっしゅうかん住んでたのしかった。
　いっしゅうかんで、私は百人以上会った。たのしかったが、別れる時はとても悲しかった。ざんねんだ。
　私はいい人に会い、いいけいけんをした。その上、私は幸ふくを感じました。どうもありがとうございまし
た。

　毎年気になっていた「ホストファミリー募集」の記事。やるなら子どもが
小学生のうちにということで今年初めて応募しました。私も妻も留学経験は
おろか旅行経験も乏しく「外国人」というものをほとんど知らない不安だら
けのスタートでしたが「案ずるより産むが易し」。ベトナムから来たドゥク
君は、鳥のから揚げとメロンが好きで深夜までネットやゲームで遊んで朝寝
坊をする普通？の19歳でした。インターネットからダウンロードした日本の
ゲームやアニメを自前のノートパソコンで楽しむドゥクとそれを嬉しそうに
覗き込む我が子たち。「これぞインターネットによるボーダレス時代の縮図
やなー」と妙に感心してしまいました。慣れない日本語で積極的にコミュニ
ケーションをとろうと頑張るドゥクから家族全員が多くのことを学んだ１週
間でした。さあ、今度は子どもたちが「留学したい」と言い出す日に備えて
貯金でもしましょうか。

初めてのホストファミリーを経験して 濱田　哲郎
てつろう

タン（マレーシア）
　恥ずかしくて、あまりたくさん話せなかったために、ホストファミリーをつま
らなくさせてしまわないか心配になりました。また、自分の食べ方のために、も
っとこまらせました。それでも、ホストファミリーは普通に手伝ってくれまし
て、本当に嬉しくなりました。
　大学で、日本語で話すことがあまりなかったから、この一週間、日本語ばかり
話していました。そうしたから、日本語がどんどん進歩したのがわかりました。
特に、「関西弁」をたくさん教えてもらいました。それで、「関西弁」が大好きに
なりました。
　ホストファミリーに子どもが多くて、“新しい言葉”を習いました。赤ちゃんの
場合は、「あっと＝ありがとう」、「おいち＝おいしい」等を使うと喜ばれました。
　そういう思いでは、決して忘れられません。機会があったら、稲美町に帰って
きたいです。

　今年迎えた留学生は、マレーシアのタン・ブ
ンさんと言う青年でした。
　正直今回は家族共にいくつかの不安を抱えて
の受け入れでした。
　食事制限のある彼は、肉、魚、貝類、卵、乳
製品及び加工品が全て駄目。野菜中心の食生活
で少し驚きましたが、逆にこの1週間で『食』
を通して、食生活や命の大切さを見直す機会が
できました。
　物静かで几帳面な彼ですが、我が家の賑やか
で騒々しい孫達とも直に溶け込み、囲碁を覚え
たり、大池まつりに行き楽しかったと話してい

た。毎晩彼にマレーシアの現状を聞きながら、11年前に訪問したマレーシアの当時
の写真を見ながら懐かしく思い出し会話が弾みました。又、今年も地域の皆さんが
我が家に集い、あたたかく彼を迎えました。お互いの国の文化・生活習慣・環境に
ついての異文化交流が進む中、彼は少し緊張した表情でしたが、一生懸命日本語で
マレーシアを紹介しました。地域の皆さんも身振り、手振りで語り合い、踊りを披
露し、全員で合唱したり大変楽しく盛り上がりました。
　マレーシアの文化、習慣等に関心を持ち、自分達も世界とつながっていることに
気づき、全員の笑い声と笑顔が夜遅くまで続きました。
　マレーシアの留学生タンさんを迎え、学びの多い一週間とても有意義でした。
　家族、地域の皆さん、各行事等でふれあった町民の皆さんのあたたかい思いやり
の心に感謝致します。

杉本　和恵
かず え

　今回はじめてホームステイ受け入れ
をしました。たった一週間、一緒に過
ごしただけですが、留学生のビィが
帰ってしまった後の家の中がこんなに
さみしくなるとは思いませんでした。
主人の誕生日がちょうどホームステイ
中だったので41才を一緒にお祝いした
り、大池まつりに花火を見に行った
り、楽しい時間が過ごせました。ベト
ナムから来たビィは、パソコンのこと
がとても詳しく、インターネットで

ビィの住んでいるホイアンを見せ
てくれました。世界遺産だそうで
す。ベトナムは昔漢字も使われて
いたらしく、漢字に親しみがある
ようでした。フリータイムに我が
家で習字をしたのですが、漢字を
筆で書きたいと言って何枚も何枚
も書いて、全部もって帰りまし
た。私たち家族がベトナムのこと
をたくさん教えてもらって、ビィ
と仲良くなれて、本当にホームス
テイをしてよかったと思います。
ホームステイ最後の日、子どもた
ちがすごくさみしそうでした。我
が家の子どもたちにとっても、と
てもいい経験になったと思いま
す。家族みんな「ビィが帰ってし
まってさみしくなったなぁ」「ま
た会いたいなぁ」とよく話してい
ます。勉強で忙しいと思います
が、また遊びに来てほしいです。

　私はたくさんのことをはなしまし
た。１週間はいつも楽しかったで
す。
　どうもありがとうございまし
た。
　私はたくさんの思い出があり
ます。かえっても私はとても稲
美町をおぼえています。
　もう一度、ありがとうござい
ました。


